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とサル (あるいはチンパンジー)の BM 及び､それらの光点の位置をでたらめに並べ替えたも
のを､正立 ･倒立を対にして提示し､それぞれに対する凝視時間の割合を分析した｡ケージ飼育
のマカクは､生後 o週齢から17週齢まで 1-2週間ごとに反復検査した｡群れ飼育マカクは7
月と10月に検査した｡過齢は1-22週であった｡チンパンジーは0-6ケ月齢まで約1ケ月ご
とに反復検査した｡その結果､ケージ飼育個体については､8週齢から15週齢の間､ヒトの正
立 BM をその倒立より長く見る傾向が見られた｡一方､群れ飼育個体については､4週齢から
13週齢にかけて､逆にサルのBM をその倒立より長く見る傾向が見られた｡チンパンジーでは､
4-6ケ月齢において､チンパンジーの正立BMを倒立よりよく見ろことがわかった｡これらの
ことから､BMの認識には実運動を数多く見る経験が重要な影響を持つことが昨年に引き続き示
唆された｡物体の一体性の認識についても分析したが､明瞭な結果が得られなかった｡チンパン
ジー成体の時空間情報の知覚的統合に関する実験的分析を引き続きおこなった｡
資料7
サル類の老人斑および脳血管アミロイド症に関する研究
中村紳一朗 (日本獣医畜産大)
今年度は材料提供がなかったので､カニクイザルの presenilin12の免疫組織化学的研究を
紹介する｡
presenilinはアルツハイマー病に見られる老人斑形成に深く関わる蛋白で､Presenilin･1
(ps･1)と-2(PS-2)の2種類が知られている｡両者は相同性の高い蛋白だが､それぞれの局在や
機能の違いについては明らかでない点が多い｡そこで胎仔から老齢のカニクイザル脳を用い､
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